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～デットＩＲコーポレートストーリー作成支援～

 概要 ：金融機関向けＩＲ活動をトータルにサポートいたします。

Ｂ/Ｓ 貸借対照表

資産

負債
デット

金融機関
向けＩＲ
「デット
ＩＲ」

投資家
向けＩＲ
「エクイテ
ィＩＲ」

・新規取引開始
・決算説明
・シンジケート
ローン組成
・社債発行

etc.

・経営戦略
・安定性
・実行性
・債務償還能力

etc.

・経営計画策定
・バンクミーテ
ィング
・業況報告
・各種媒体物作
成

etc.

・株式公開
・決算説明
・増資
・株価維持

etc.

・経営戦略
・成長性
・インパクト
・フリーキャッ
シュフロー

etc.

・経営計画策定
・アナリストミ
ーティング
・決算説明会
・各種媒体物作
成

etc.

用 途 観 点 内 容

・与信判断
・負債コス
ト削減

・企業価値
・資本コス
ト削減

効 果

資本
エクイ
ティ

エクイティＩＲとデットＩＲとの比較
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①事業内容の正確な伝達
・中堅企業（特に非公開企業）の場合、第三者へのプレゼンというものをする場がほとんどなく、自社の説明がひとりよがりになりがちである。
⇒支店・法人営業部では、業種ごとに担当者がいるケースは少ないため、業界自体からの説明が必要である。

②経営戦略の正確な伝達
・債務償還期限（例：３ヵ年）までの経営戦略・施策については具体的なものが求められる。
⇒すぐに稟議書が書けるように、噛み砕いた形で資料を作成する必要がある。納得性が得られないと稟議は書いてもらえない。

③利益計画の正確な伝達
・審査する銀行側は、エクイティの出し手よりも保守的観点を求める。
⇒銀行側が納得できるような利益計画を伝えることが必要である。決して「化ける」必要はない。

中堅中小企業におけるデットＩＲのポイント


